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１．総合水系環境整備事業の概要（全体計画）

仲沖・新地地区

天満・永昌地区

総合水系環境整備事業の概要
区 分 箇所名 事業期間

本明川総合水系
環境整備事業

平成17年度 ～ 平成29年度

水辺整備
仲沖・新地地区

平成17年度
～平成22年度

完了

天満・永昌地区
平成25年度
～平成29年度

継続中

・本明川は、河川空間の利用に関し、人々が
川と触れ合い、親しめる、潤いのある水辺
空間の整備を目指し事業を実施。

なかおき しんち

てんまん えいしょう

◆目的

位置：本明川 両岸1k600～3k200付近
○ 本明川の流下能力を高めるための河道掘削、
河岸の洗掘防止のための低水護岸及び水制工、
河川管理施設の巡視・点検のための管理用通路
を整備した。

■ 仲沖・新地地区 環境整備事業（完了）■ 仲沖・新地地区 環境整備事業（完了）

■ 天満・永昌地区環境整備事業（継続中）■ 天満・永昌地区環境整備事業（継続中）

位置：本明川 3k200～6k200付近
○ 諫早市が進めるまちづくりの取り組みと連携し
ながら、河川利用者の安全性の向上、河川巡
視・河川管理の円滑化を図るため、環境整備事
業として高水敷に管理用通路、階段工・緩傾斜
護岸の整備を実施中。

◆事業概要
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１．総合水系環境整備事業の概要（完了箇所の紹介）

◆高水敷整正、護岸、水制、管理用通路が整備され、日常的な散策やレクリエーション、自然観察、環境学習
の場等で安全な利活用が可能となったことから事業の効果は発現している。

◆整備後５年程度経過しているが、現在でも良好な利用状況である。

【仲沖・新地地区の利用状況（主なイベント等〉の状況）】

時期 内容 参加者数

毎年
2月,12月開催

諫早小学校駅伝大会、マラソ
ン大会（練習会場等）

約500人

毎年4月開催 「桜づつみをきれいにせんば」
（本明川交流会）

約120人

河川美化イベント（本明川交流会）環境学習

仲沖・新地地区の整備箇所仲沖・新地地区の整備

仲沖・新地地区 環境整備事業（完了）
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１．事業の必要性等

地域開発の状況等

諫早市街地を流れる本明川

◆本事業は、本明川中流の諫早市中心市街地に位
置し、沿川住民の憩い、安らぎの場として、多くの
人々に親しまれている。

◆平成34年の新幹線の開業に向け、諫早駅周辺整
備基本構想や中心市街地活性化等を進めている。

地域との協力体制

「本明川河川利用懇談会」会議・現地視察状況

◆沿川の地域住民や河川利用団体の代表、諫早市
を主体とした「本明川河川利用懇談会」を設立し、
整備内容や維持管理等を議論しながら行っている。

◆その他、沿川住民で組織されている「本明川交流
会」や「本明川オピニオン懇談会」が活動しており、
本明川のあり方等について議論し、地域と一体と
なったかわまちづくりを進めている。
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１．事業の必要性等

関連事業との整合

◆新幹線の開業に向けて諫早市や各団
体で進めているまちづくりの取り組み
と連携し、まちと川を結ぶ一体的な河
川空間の整備を行うことで、諫早市街
地の地域振興、活性化に寄与するも
のとなる。

諫早市提供：諫早市中心市街地活性化基本計画より抜粋 ４

本事業
【位置づけ】

市役所周辺区域と諫早駅周
辺区域をつなぐ天満町区域
の回遊性を高め、観光振興
にも寄与するものであり、「ひ
とが集うまち」の実現のため
の事業
【必要性】

快適な歩行空間の形成に必
要な事業



１．事業の必要性等

河川環境を取り巻く状況

◆河川敷に降りるための階段が急勾配であり、一連区間で散策路となる管理用道路が整備されていない状況
で、地域住民から安全で安心して利用できる水辺空間の整備が強く望まれている。

雑草が繁茂し、歩きづらい

地面がぬかるんでおり、歩きづらい

表面凹凸が歩きづらい 急勾配の階段

合流点の河川敷が分断され、歩行できない（不連続箇所） ５



◆地域活性化や河川景観の保全を図るとともに、河川利用者の安全性やアクセス、維持管理の向上を図る
ため、管理用通路や管理用階段、護岸（緩傾斜）等を整備する。

位 置 本明川3k200～6k200 

事業区分 水辺整備

主な整備内容 管理用通路、管理用階段、護岸等

事業費 6.1億円

整備完了年 平成29年度

事業期間 H25～29年度

【概要】

利用しやすい
散策路

天満・永昌地区の整備

１．事業の必要性等

天満・永昌地区 環境整備事業（継続）

管理通路等整備（両岸合計） L=６．２km
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天満・永昌地区 整備実績・利活用状況

２．事業の投資効果・進捗状況

諫早駅を起点に川沿い
の回遊空間が
一部可能に！

散策路のつながり（H27.3月時点）
約6kmのうち約3km完成

諫早駅
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単位：千人

年間の河川空間利用者数

河川水辺の国勢調査（空間利用実態調査）結果

◆散策路整備は、全長約6kmのうち約3km完成(H27.3月末時点)させ、日常的な散策や水遊び、本明川を軸と
した多数のイベント開催などで多くの方々に利用されている。
その結果、年間河川利用者は10年前の約７万４千人から約15万人へ倍増しています。

H29H26H25工種

管理用階段

管理用通路

護岸

H27 H28

【工程表】

散策路の利活用状況 ７



２．事業の投資効果・進捗状況

・散策路ができて素晴らしい本明川となった。
・市民のウォーキングの場として期待される。

長崎県で５０年ぶりに国体開催！

河川敷から天皇皇后両陛下を奉迎

2014長崎がんばらんば国体
撮影：平成26年10月11日

費用便益費

項 目
前回評価時

（平成２４年度）
今回評価時

（平成２７年度）

総事業費
約１４．５億円

仲沖・新地地区：約 8.4億円
天満・永昌地区：約 6.1億円

約１４．５億円
仲沖・新地地区：約 8.4億円
天満・永昌地区：約 6.1億円

整備完了年 平成２９年度 平成２９年度

Ｂ(便益)／Ｃ(費用) １.６ （27.4億／16.8億円） １.６ (31.4億円／20.0億円)

川まつりの来場者数
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諫早万灯川まつり
撮影：平成2６年7月25日

８

平成２７年５月４日付朝刊：長崎新聞掲載

諫早市民の声



◆天満・永昌地区においては、今後も地元自治体や地域住民等と協力して事業を進め、平成
25年度に事業に着手し、計画どおり平成29年度に完了させる見込みである。

（１）今後の事業展開

（２）今後の事業の進捗の見込み

◆天満・永昌地区では、平成24年4月より地域住民や諫早市，国土交通省等により構成され
た「本明川河川利用懇談会」が継続的に開催されるなど、地域の協力体制が整備されてお
り、今後も順調な事業進捗が見込まれる。

９

３．事業の進捗の見込み・コスト縮減や事業手法、施設規模等の見直しの可能性

（３）事業手法、施設規模等の見直しの可能性
◆天満・永昌地区の整備内容については、計画段階から「本明川河川利用懇談会」において

協議を重ねた上で、河川管理面、河川利活用面等を考慮した上での適切な整備内容となっ
ている。

◆諫早市は、新幹線効果を更に高めるため、まちづくりを具体化する「諫早地域活性化検討

委員会」を立ち上げ議論しており、事業の見直し等の必要があれば河川管理者としても新

たな事業展開に対して積極的に支援していく。

（４）コスト縮減の方策

◆近年、労務単価等の上昇によるコスト増の可能性があるが、新たなコスト縮減の可能性等
を探りながら、事業を進めていく方針である。



１０

◆諫早市では、隣接する諫早駅周辺において、本明川沿いを安全に楽しくめぐることが

できる歩行者ネットワークの確保などを掲げた諫早駅周辺整備基本構想や諫早駅周

辺整備計画に基づく再整備や中心市街地活性化等を進めており、天満・永昌地区に

おける安全で安心して利用出来る河川空間の整備を強く要望されている。このため、

管理用通路、管理用階段、護岸等の環境整備事業を行うものである。

◆平成24年4月から地域住民代表、諫早市、国土交通省等が参加する「本明川河川利

用懇談会」を開催し、整備や利活用・維持管理等に関する活発な議論を経て、日常的

な施設管理、清掃等については、地域住民、諫早市により実施するものとされた。以

上により、地域の協力体制が整っている。

◆事業を実施することにより、安全で安心な水辺空間の形成が期待でき、事業の費用

対効果も十分見込まれることから、引き続き事業を継続することとしたい。

６．対応方針（原案）（案）


